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去る１２月１３日～１９日にかけて、学校評価保護者アンケートおよび児童アンケートを実施

しました。保護者の皆様には１１３名分のご回答をいただきました。ご多用の中ご協力いただき

あらためて感謝申し上げます。ありがとうございました。 

アンケートについては、本校の学校教育目標に照らした質問項目になっており、ほぼ毎年似た

ような内容（そのうち本年度につきましては２項目入れ替えをしています）をたずねています。

２ページ目以降、全体の傾向は折れ線グラフで、各学年の傾向はレーダーチャートで示しまし

た。実線が本年度の結果、点線が昨年度の結果です。 

大体の傾向について、若干のコメントをしておりますので、お読みいただければ幸いです。 

この結果をもとに、教育活動を見直し改善を図って、来年度の教育計画を立ててまいります。 

 

なお、学校報告会は、動画を２月２５日(水)午後１時ごろより、本校の公式

YouTubeチャンネル「浅田小学校学校代表アカウント」から３月４日(水)まで約１

週間 YouTube配信する予定です。 

この期間中にぜひご覧いただければと存じます。 

 

 

 

                         浅田小学校学校代表アカウントのページ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校の学校教育目標は、「浅田のまちで やさしく、かしこく、たくましく 生きる子の育成」です。 

グラフのなかの「や」は「やさしく」（豊かな人間性・徳育）、「か」は「かしこく」（確かな学力・知育）、「た」

は「たくましく」（健康体力の増進・体育）を略したものです。 

また、「学」は「学びの基礎」の略で、「本校児童の学習の基盤となる汎用的な資質･能力」のことです。「汎用

的」とは、本校児童全員に身につけてほしい力で、あらゆる教科学習の土台となる基礎的な力という意味です。 

 

＜全体の考察＞ 

全体としては、昨年度とほぼ同じような傾向です。「進んで発表する」「外で体を動かして遊ぶ」「協力して行動

する」は保護者・児童ともに若干ですが改善傾向を示しています。一方「思いやりをもって接する」は、保護者よ

りも児童のほうが幾分きびしく評価しています。逆に、「安全安心な学校環境」「相談しやすい学校」は、児童に

ついては昨年より上向き傾向の回答が得られました。 

「課題を見つけ計画的に学ぶ（昨年度「進んで学ぶ」）」及び「その日のうちに復習する」は全体に低く、今後も

本校の教育課題のひとつとして位置づけ、改善に向け工夫、取り組んでいきたいと思います。 

全体 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１学年の考察＞ 

児童のアンケートを見ると、「思いやりをもって接する」「困っている人を助ける」という項目が高く、学年目標

の「やさしさ」を意識した結果につながっていると考えます。毎日の生活の中で、感謝の気持ちや「「ありがとう」

の言葉を意識的に使い、感謝の気持ちを伝えることで、相手への思いやりが自然と生まれてきます。帰りの会な

どで、児童のよい行動などを互いに伝え合う活動を通して、自分や他者のよさを見つけるきっかけになっている

のではないかと考えます。 

 学習面においては、「最後まで話を聞く」が上がっており、これは、「あいうえおへんじ」や反応の仕方を掲示

することで、意識して友達の話を聞くことができるようになってきたと考えます。 

「話題をつなげて発言する」は、友達が発言したことに対して「似ている」や「同じ考え」などの反応をすること

はできても、そこからつなげて自分の考えを伝えるまでには至っていません。今後は、グループ同士での意見交

換の機会を増やして、相手の意見に対する自分の考えを伝えられるようにしていきたいと思います。 

 また、保護者と児童の回答の差が大きいのが、「進んであいさつをする」でした。子どもたちは、登校してくる

と、元気にあいさつをして教室に入ってくる児童が多く、感謝の気持ちも自然と出ているので、これからも続け

てほしいと願っています。 

 

１年 １年保護者 

１年児童 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜２学年の考察＞ 

児童、保護者ともに生活面や人間関係に関する項目は昨年度と同程度、またはやや向上しており、おおむね良

好な傾向です。特に「思いやりをもって接する」「困っている人を助ける」「協力して行動する」の社会性に関す

る部分で高い評価を維持しており、おおむね安心して学校生活を送れていることがうかがえます。また、「相談し

やすい学校」「安全安心な学校環境」も肯定的であることから、ある程度学校や学級としての信頼をいただいてい

るのではと感じます。 

学習面では、「立場を変えて考えを深める」「最後まで話を聞く」「課題を見つけ計画的に学ぶ」から主体的・対

話的な学習の面でやや課題があります。一方「進んで発表する」が上向きとなっており、表現しようとする積極

性がうかがえることから、受動的な学びから主体的に学ぼうとする姿勢を励ましていきたいと思います。 

 今後は、高評価をいただいた面や子どもたちの積極的な面を生かし、より安心できる学校生活や人間関係を土

台に、学びの質を高めていきたいと思います、 
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＜３学年の考察＞ 

アンケート全体を見ると、昨年と比べて大きな変化はないように見えます。ただし、円が少し小さくなってい

るのが気になります。中学年に進み、自分自身を見つめる機会が増し、客観的に自分を見る自己評価の力がつい

てきた結果でもあると考えています。 

学習では、「課題を見つけて計画的に学ぶ」「その日のうちに復習する」が保護者・児童とも低くなっています。

これは、低学年の頃と比べて学習内容が難しくなってきたことで、前向きに取り組むことが難しくなってきてい

るという面もあると思われます。また、「進んで発表する」の項目も低くなってきています。 

一方で「最後まで話を聞く」の項目が児童・保護者共に高いのは、受け止める力が高く他者の話に耳を傾ける

ことのできる子どもたちが多いからではないかと考えます。「協力して行動する」が高い点については、一見受動

的に見えても、友だちと学び合おうという姿勢が育ってきていると受け止めています。 

３年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜４学年の考察＞ 

 「最後まで話を聞く」の項目が児童・保護者共に上昇しており、学校での聞き方の指導が、単なる教室内ルール

にとどまらず、家庭生活においても相手を尊重するコミュニケーション習慣として定着したことを意味すると考

えます。相手の話を遮らずに受けとめる力が育ったことで、人間関係のトラブル防止や深い対話を可能にする土

台が築かれたと考えます。 

 保護者アンケートの「思いやりをもって接する」が非常に高く、昨年度と比べても大きく上昇しています。こ

れは、子どもたちの振る舞いが学校外でも親切であったことを示しています。しかし、児童アンケートの結果は

微減しています。これらを照らし合わせると、児童の客観的な自己省察力が育ったという捉えもできます。自分

の行動を内省する力と、行動として他者に尽くす力が両立されてきていると考えます。 

 「スマホの使い方やマナー」の項目が児童・保護者共に上昇しており、特に児童については、20ポイント近い

大きな変化です。学習の道具として学校の GIGA端末に毎日触れることで、情報モラルが知識ではなく、自分ごと

のスキルとして身に付きました。そのような規律意識が、家庭でのスマホ利用にそのまま波及したと評価できま

す。デジタルデバイスを正しく使う経験を積んだことで、正しく制御して使う自信へと変わっています。 

４年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜５学年の考察＞ 

生活面を中心に上向きになっている様子が、児童と保護者の双方から読み取れます。 

特に「進んであいさつする」「思いやりをもって接する」「困っている人を助ける」といった人との関わりに関

する項目は、児童の自己評価、保護者評価ともに高く、日常生活の中で望ましい行動が定着していることが分か

ります。児童も高く評価している点から、指示されて行動する段階を超え、自分の行動として意識できている姿

がうかがえます。 

また、「安心安全な学校環境」「相談しやすい学校」といった項目も比較的高い数値を示しており、児童が学校

を安心できる居場所として感じていることが読み取れます。こうした安定した学校生活が、前向きな行動や人間

関係づくりにつながっていると考えています。 

さらに、GIGA端末の活用やスマートフォンの使い方・マナーなど、時代に即した新しい学びについても一定の

評価が見られ、ICTを学習や生活に生かそうとする姿勢が育ってきています。学習面では課題も見られるものの、

児童が自分自身を振り返り、課題を自覚している点は成長の表れであり、今後の伸びにつながる重要な力である

ととらえています。全体として豊かな人間関係と安心感を土台に、学びに向かう力が着実に育ってきていると感

じています。 

５年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜６学年の考察＞ 

「思いやりをもって接する」「困っている人を助ける」は、保護者よりも児童のほうがきびしい評価をしていま

す。児童の評価のほうが低いのは、他者と比べて自己の行動をふり返ることができるようになってきた表れと捉

えています。 

 「課題を見つけ計画的に学ぶ」（昨年度は「進んで学ぶ」）は、保護者では昨年より高評価となりましたが、児童

は逆に低評価となりました。自分で学習の課題を見つけ、課題を解決するために自分に合った学習を進めていく

大切さが、子どもたちもよくわかってきたからではないかと考えます。前年度よりも、児童はこの点をかなり意

識して学習に臨むようになったと思われますが、不十分さも意識できるようになってきたと捉えています。 

この心の成長からすると、「その日のうちに復習する」面での改善が図られると、学習力は必ず向上すると思わ

れます。 

 また「安全安心な学校環境」や「相談しやすい学校」について、児童の回答では昨年より上向きの結果を得ら

れました。この１年、保護者の皆様の協力を得ながら、いろいろな機会に子どもたちと納得のいくまで話し合っ

たり支援したりしてきたことが功を奏した結果ではないかと考えています。 

６年 

６年児童 


